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あ
り
が
と
う

扶
桑
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

一
、
金
十
五
万
三
千
三
百
三
十
九
円
　
某
　
様

一
、
金
五
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
某
　
様

一
、
金
三
万
四
千
百
五
十
六
円

　 

扶
桑
中
学
校
昭
和
47
年
度
卒
業
生
同
窓
会
一
同
　
様

一
、
金
六
千
円
　
　
　
あ
っ
ぷ
る
ぱ
い
　
様

一
、
金
三
千
円
　
朗
読
グ
ル
ー
プ
あ
い
う
え
お
　
様

2 月 9 日～ 3 月 8 日分

義　援　金

　日本赤十字社愛知県支部扶桑町分区へ上記の金額が寄せられまし
た。ご協力ありがとうございました。

◆東日本大震災義援金（役場義援金箱） 　　　　            
◆平成 28 年熊本地震災害義援金（役場義援金箱）　　　
◆平成 29 年 7 月 5 日からの大雨災害義援金（役場義援金箱）   
◆平成 30 年 7 月豪雨災害義援金（役場義援金箱）　　　
◆北海道胆振東部地震災害義援金（役場義援金箱）          

金　267 円
金　197 円
金　207 円
金　358 円
金　151 円

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
の
ご
案
内

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

～
お
子
さ
ん
の
養
育
・
教
育
で
悩
ま
れ
て
い
る

　
　
　   

　
保
護
者
・
教
職
員
の
皆
さ
ん
へ
～

　「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」「
計

算
す
る
」「
注
意
集
中
困
難
」「
多
動
性
」「
衝

動
性
」「
対
人
関
係
」
な
ど
に
お
い
て
、
お

子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
保
護
者
・
教
職

員
の
方
や
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
・

教
育
で
不
安
の
あ
る
保
護
者
・
教
職
員
の
方

に
は
、
本
校
の
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
（
教
育
相
談
）

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
相
談

で
は
、
保
護
者
・
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
抱
え

て
い
る
疑
問
や
不
安
・
悩
み
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。
日
時
な
ど
の
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
】

　
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

　
事
前
に
電
話
で
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係

　
　
一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１
１
５
１
番
地
１

　
　
☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
予
約
受
付
時
間

　
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
時
間
　

　
　
火
・
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
午
後
１
時
～
４
時

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　
本
校
で
は
、
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
等
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
適
切
な
就
学
に
は
早
期
か
ら
の
学
校
見

学
等
が
大
切
で
す
。
次
年
度
就
学
予
定
の
お

子
さ
ん
が
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
、
事
前
に
電
話
で
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
40
分
～
正
午

▼
会
場
　
県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

▼
申
込
み
　
県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
申
込
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
　
小
学
部
・
中
学
部

　
　
　
学
校
説
明
会
の
ご
案
内

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
乳
幼
児
（
０

歳
以
上
）
か
ら
、
来
年
度
に
新
一
年
生
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
（
６
歳
ま
で
）
と
そ
の
保

護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
早
期
教
育
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
の

あ
る
方
、
お
子
さ
ん
に
障
害
の
可
能
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
方
、
お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
予
約
制
で
、
無
料
で

行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
25
日
（
木
）・
７
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

早
期
教
育
相
談

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
入
学
予
定
者
で
、
障
害

の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援
学
校
の

様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
体
験
入

学
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
体
験
入
学
日
以
外

に
も
、
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
知
的
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん

▼
日
時
　

小
学
部
：
９
月
13
日
（
金
）・
９
月
17
日
（
火
）

中
学
部
：
９
月
11
日
（
水
）・
９
月
18
日
（
水
）

高
等
部
：
６
月
11
日
（
火
）

▼
会
場
　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

◎
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▼
日
時
　
９
月
18
日
（
水
）・
10
月
16
日
（
水
）

▼
会
場
　
小
牧
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
☎
０
５
６
８
（
73
）
７
６
６
１

◎
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
日
時
　
７
月
10
日
（
水
）・
10
月
29
日
（
火
）

▼
会
場
　
大
府
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
☎
０
５
６
２
（
48
）
５
３
１
１

※
詳
し
く
は
、
直
接
体
験
入
学
先
の
学
校
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
立
特
別
支
援
学
校
の

　
　
　
　
体
験
入
学
に
つ
い
て

▼
会
場
　
一
宮
市
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法
　
６
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
学

校
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「児童福祉週間」が始まります
　毎年 5 月 5 日の「こどもの日」から 1 週間を児童福祉の向上を目的として「児童福祉週間」と
定めています。
　子どもや家庭を取り巻く環境は少子化の進行や児童虐待の増加、子どもが犯罪に巻き込まれる
など大きく変化しているため、次世代を担う子どもが心身ともに健やかに生まれ育ち、家庭や地
域で心豊かに安心・安全・安定して生活の営みができる環境づくりを推進していくことは極めて
重要な課題となっています。

◆今年度の標語　その気持ち　誰かを笑顔にさせる種

　

民生委員・児童委員の日、活動強化週間について
　5 月 12 日（日）は「民生委員・児童委員の日」です。また、全国民生委員児童委員連合会は、18 日（土）
までの 1 週間を民生委員・児童委員の活動を地域の皆さんに知っていただくための「活動強化週間」と
しています。
民生委員・児童委員は、「支えあう　住みよい社会　地域から」をスローガンとして、安心して住み続け
ることができる地域社会づくりのため関係機関と連携しながら活動しています。
　そして、安心して住み続けることができる地域社会づくりのためには、地域における人と人とのつなが
りを強め、住民互助の機能を高め、関係機関の連携・協働による支援の取り組みを進める必要があります。
　そのためにも、地域の方々に民生委員・児童委員活動について理解を深めていただき信頼関係を築い
ていくことが大切です。
　皆さんの地域でも民生委員・児童委員が活動しています。この機会に民生委員・児童委員の活動に関
心とご理解を寄せていただきたいと思います。
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認
知
症
の
ご
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
た
ち
の
交
流
会
で
す
。

　
交
流
会
で
は
、
日
々
の
介
護
で
同
じ

よ
う
に
悩
ん
で
い
る
仲
間
と
出
会
え
、

様
々
な
悩
み
を
共
有
し
話
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
認
知
症
の
ご
家
族
の
介
護
で

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
５

認
知
症
介
護
家
族

交
流
会
の
お
知
ら
せ

　
総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
を
６
月
１

日
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所
を
対
象

に
行
わ
れ
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
等
と

し
て
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
へ
は
、

５
月
中
旬
よ
り
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

情
報
の
た
ま
て
箱

　
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
で
は
、
毎
週

火
曜
日
に
（
天
候
な
ど
で
水
曜
日
も
し

く
は
木
曜
日
に
延
期
す
る
場
合
あ
り
）、

夜
間
飛
行
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
飛
行
時
間
は
、
午
後
５
時
頃
か
ら
午

後
８
時
頃
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
騒
音
等
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
渉
外
室

　
　
☎
０
５
８
（
３
８
２
）
１
１
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
７
１

岐
阜
基
地
夜
間
飛
行
訓
練

の
お
知
ら
せ

情
　
報

悩
ん
で
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
程
　
５
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
６
月
３
日
（
月
）

※
７
月
以
降
も
毎
月
１
回
程
度
開
催
予
定

　
で
す
。
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　（
時
間
内
で
自
由
な
時
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　  

お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
場
所
　
扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
階
　
研
修
室

▼
参
加
費
　
１
０
０
円

　
　
　
　
　（
お
茶
や
お
菓
子
等
代
）

▼
申
込
み
　
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
扶
桑
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　  

☎
（
91
）
１
１
７
１


